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• 準天頂衛星 （別紙で説明）

• リモートセンシング衛星

• Ｓ＆Ｆ(ストア＆フォワード）機能の活用



リモセン衛星の世界情勢（概要）

• 政府専用の超高分解能衛星：性能向上競争

– 空間分解能10cm程度(不明)まできている？

• デュアルユースの高分解能衛星（30cm-数m）

– 民間の活力を利用（政府はサービスを一定額購入）

• オープン＆フリー戦略（数ｍ～）

– 政府が画像を無償開放。民間利用産業拡大目指す。

• 小型・超小型衛星による民間・大学の参入

– Skyboxレベルの小型高分解能（80cm～,コスト1/10）
– 超多数衛星で時間分解能向上（5m程度～<1/300)
– 日本も大学発の超小型衛星が進展（2.5m～ <1/100)



内閣府資料 宇宙産業部会（2013.5.17)

世界の安全保障、デュアルユース衛星分野
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４．（２）① ii）衛星リモートセンシング

運用・利用
[文部科学省]

先進光学衛星
後継機の開発
[文部科学省]

運用・利用
[文部科学省]

レーダ衛星後
継機の開発
[文部科学省]

※後期運用は衛星が運用可能な限り継続

先進光学衛星後継機
の検討へ反映

先進レーダ衛星
の検討へ反映

レーダ衛星後継機
の検討へ反映

先進光学衛星の開発
[文部科学省]

打ち上げ

先進レーダ衛星（仮称）の開発
[文部科学省]

打ち上げ

陸域観測技術衛星2号（ALOS-2）
の運用・利用 [文部科学省]

5
だいち2号の後継
１～100m分解能？

80cm分解能
50km幅



超小型衛星革命

大学・ベンチャーの自由な発想・迅速性、民生品の積極的利用、国・民間からの投資により
サイズ低下（数ｔ⇒100kg以下）、コスト低下（200億⇒数億円）、多数化（1機⇒数10～数100）

超小型衛星革命：世界中で大学・ベンチャーの潮流



宇宙政策委員会 調査分析部会資料（2013.5.17)

小型衛星ベンチャの参入：SKYBOX Imaging

-「100kg衛星で1m以上の高分解能」の時代到来
-Google参入による、広い民生利用展開の可能性



10

世界初の1kg衛星
成功 XI-IV(2003）

8kgで30m分解能
PRISM(2009）

最先端の宇宙科学
Nano-JASMINE

(打上げ待ち）

世界初の超小型

深宇宙探査機
PROCYON(2014)

新規技術の宇宙
実証XI-V(2005）

60kg級の6m分解能リモセン衛星（3億円、2年で開発）
ほどよし1号 ほどよし3号および4号（2014年打上げ）

6m分解能画像 広域画像
（千葉） （スリランカ）

超低コスト・短期開発の超小型衛星
・宇宙工学・プロジェクトマネジメント教育題材
・従来にない新しい宇宙利用・ユーザの開拓
- 地球観測・宇宙科学 - 教育・エンタメ
- 多数の衛星の連携運用 - 実験・実証

・宇宙科学探査の低コスト実現
・外国の最初の衛星の教育支援
・企業・県・個人等の「マイ衛星」
・安全・安心への貢献（インフラ）

東京大学の超小型衛星プログラム(8機開発、7機打ち上げ）



完成したほどよし３号(左）および4号のフライトモデル（FM)



千葉
（６ｍ GSD)



Dubai (6.7mGSD)

AXELSPACE提供



スエズ運河（エジプト）

AXELSPACE提供



• 地上や海上、車などに置いたセンサーが地上で何
らかのものを計測し、そのデータを衛星が集めて、
地上局にダウンリンクする方式

• 何が計測できるか

– 水質、水位、土壌、環境（CO2、ガス等）、車の移動履歴（

渋滞が分かる）、船の航路（海流がわかる）、準天頂とくみ
あわせて地面の移動（地震予知）、など

– 携帯電話の通らないところ、危険地域など優位性高い

S&F: 地上からの情報を集める耳



超小型衛星で何ができるか？

• コスト（<3億）、開発期間（＜２年）の爆発的な低下によ
り、「しきい」を根本的に下げる。

①地球規模で衛星を分散配置し頻繁に見る（ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ）

②そばを飛ぶ複数機による共同ミッション（ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝﾌﾗｲﾄ）

③パーソナル衛星、マイ衛星の概念（パソコンと同様の革命）

④本格的ミッションの前の試行実験・実証がしやすい

⑤海外新興国への衛星開発支援に適切なサイズ

基線長

位相差

衛星１ 衛星２

電波

干渉計測 多点同時計測 ステレオ視

ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝフォーメーションフライト
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